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夏
休
み
真
っ
た
だ
中
の
８
月
。
家
族
や
友
達
同

士
で
旅
行
に
出
か
け
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
世
界

に
は
、
魅
力
的
な
観
光
地
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
青

い
海
が
一
望
で
き
る
リ
ゾ
ー
ト
、
大
勢
で
楽
し
め

る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
広
大
で
豊
か
な
自
然
、
何
千

年
も
前
に
築
か
れ
た
歴
史
的
建
造
物
―
。
２
０
０

９
年
、
海
外
を
旅
し
た
日
本
人
は
約
１
５
０
０
万

人
、
日
本
に
旅
行
に
来
た
外
国
人
は
６
７
０
万
人

に
上
っ
た
※
1
。

　

観
光
は
、
外
貨
獲
得
の
有
望
な
手
段
で
あ
る
こ

と
、
ほ
か
の
産
業
へ
の
波
及
効
果
が
高
い
こ
と
、

雇
用
吸
収
力
が
高
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
開
発
途
上

国
に
と
っ
て
〝
魅
力
あ
ふ
れ
る
産
業
〞
だ
。
ま

た
、
す
で
に
そ
の
地
域
に
あ
る
文
化
や
世
界
遺

産
、
自
然
な
ど
を
有
効
に
生
か
す
こ
と
で
発
展
の

可
能
性
が
あ
る
観
光
産
業
は
、
莫
大
な
資
金
や
人

材
の
投
資
を
必
要
と
す
る
工
業
と
比
べ
、
参
入
し

や
す
い
分
野
と
い
え
る
。
実
際
、
後
発
開
発
途
上

国
※
2
で
は
、
観
光
に
よ
る
外
貨
収
入
が
サ
ー
ビ

ス
貿
易
額
の
７
割
を
占
め
て
お
り
、
観
光
産
業
が

途
上
国
に
与
え
る
経
済
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
は
、

年
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
的
に
こ
れ
ま
で
の
「
観
光
」
は
、
観
光
開

と
っ
て
の

と
っ
て
の
観
光
産
業

観
光
産
業

※1 「日本政府観光局（JNTO）統計」より。
※2 途上国の中でも特に開発が遅れている国々。

取材協力 ： 浦野義人・ＪＩＣＡジュニア専門員（観光開発）

「
他
律
的
」か
ら
「
自
律
的
」へ

観
光
は
、
途
上
国
に
と
っ
て
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
産
業
だ
。

観
光
は
、
途
上
国
に
と
っ
て
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
産
業
だ
。

そ
の
恩
恵
が
、
地
域
住
民
に
も
行
き
わ
た
り
、

そ
の
恩
恵
が
、
地
域
住
民
に
も
行
き
わ
た
り
、

地
域
全
体
の
力
を

地
域
全
体
の
力
を
高
め
高
め
て
い
く
た
め
の
J
I
C
A
の
協
力
が
今
、

て
い
く
た
め
の
J
I
C
A
の
協
力
が
今
、

各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

地
域
力
が

向
上
す
る

向
上
す
る

観
光
開
発
を

観
光
開
発
を

発
業
者
や
旅
行
会
社
、
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
な
ど
の

外
部
資
本
が
主
導
的
に
開
発
を
進
め
る
観
光
、
つ

ま
り
そ
の
地
域
か
ら
見
る
と
「
他
律
的
観
光
開

発
」
が
主
流
だ
っ
た
。
資
本
力
や
技
術
力
の
な
い

開
発
途
上
国
に
と
っ
て
は
、
特
に
観
光
開
発
の
初

期
段
階
は
外
部
の
力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー

ス
が
多
い
た
め
、
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
、
従
来
の
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
代
表
さ
れ

る
他
律
的
観
光
開
発
の
中
に
は
、
観
光
地
と
な
っ

た
地
域
住
民
の
意
思
や
地
域
資
源
の
維
持
・
保
全

へ
の
配
慮
が
十
分
で
な
い
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、

地
域
住
民
へ
の
裨
益
が
限
定
的
で
あ
っ
た
り
、
さ

ら
に
い
え
ば
、
環
境
問
題
な
ど
の
負
の
イ
ン
パ
ク

ト
が
生
じ
る
と
い
う
弊
害
が
見
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
地
域

の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
を
使
っ
て
持
続
可
能

な
「
自
律
的
観
光
開
発
」
を
推
進
す
る
た
め
の
協

力
を
展
開
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
①
観
光
省
や
地

方
観
光
局
な
ど
の
公
的
機
関
、
旅
行
会
社
や
ガ
イ

ド
組
合
と
い
っ
た
国
内
の
民
間
企
業
、
地
域
住
民

に
対
し
て
、
観
光
分
野
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝

え
る
人
材
育
成
、
②
そ
の
地
域
特
有
の
手
工
芸
・

民
芸
品
と
い
っ
た
地
場
産
品
の
み
な
ら
ず
、
地
域

の
史
跡
名
勝
な
ど
の
観
光
資
源
を
生
か
し
た
観
光

商
品
開
発
、
③
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
能
力
と
そ
の
実
施
体
制
の
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
協
力
を
通
じ
て
、
地
域

の
人
々
の
収
入
向
上
、
雇
用
創
出
、
社
会
的
調
和

の
推
進
力
の
強
化
を
図
り
、
貧
困
削
減
に
も
貢
献

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

国
際
社
会
に
お
い
て
も
、
観
光
開
発
は
〝
貧
困

削
減
の
手
段
〞
と
と
ら
え
ら
れ
て
お
り
、
観
光
施

設
や
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
中
心
の

協
力
か
ら
、
近
年
は
文
化
・
自
然
保
全
と
の
両
立

を
目
指
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
人
材
育
成
、
観
光
商

品
開
発
な
ど
ソ
フ
ト
的
な
協
力
を
含
め
た
包
括
的

な
支
援
に
移
行
し
て
き
て
い
る
。

 

「
そ
の
際
に
大
切
な
の
は
、『
公
的
機
関
』『
民
間
』

『
地
域
住
民
』
が
三
位
一
体
と
な
る
こ
と
」
と
浦

野
義
人
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ジ
ュ
ニ
ア
専
門
員
は
話
す
。

つ
ま
り
、
観
光
振
興
に
向
け
て
三
者
が
〝
対
等
〞に

話
し
合
い
、
情
報
共
有
を
行
え
る
体
制
づ
く
り
が

自
律
的
観
光
開
発
の
カ
ギ
と
な
っ
て
く
る
の
だ
。

「
初
期
段
階
で
は
外
部
の
力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

く
と
も
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
で
三
者
の
能
力
が
強

化
さ
れ
、
『
ど
の
段
階
で
自
律
す
る
か
』
を
初
期

段
階
か
ら
三
者
が
共
有
し
、
そ
の
目
標
に
向
か
っ

て
共
に
観
光
開
発
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
」
。

　

今
で
は
島
民
の
生
活
空
間
が
観
光
資
源
と
な
っ

て
潤
う
沖
縄
県
・
竹
富
島
も
、
か
つ
て
は
大
型
リ

ゾ
ー
ト
開
発
が
計
画
さ
れ
、
一
時
は
土
地
を
売
っ

て
外
部
資
本
に
依
存
す
る
道
を
進
む
か
否
か
の
選

択
に
迫
ら
れ
た
。
し
か
し
、
他
の
島
に
比
べ
て
琉

球
時
代
の
伝
統
的
な
建
築
物
が
多
く
残
さ
れ
て
い

た
こ
の
土
地
の
住
民
が
選
ん
だ
の
は
、
島
の
文
化

的
景
観
を
生
か
し
た
観
光
開
発
を
進
め
る
こ
と

だ
っ
た
。
そ
う
し
て
島
民
の
生
活
レ
ベ
ル
は
徐
々

に
改
善
さ
れ
、
1
9
8
7
年
に
は
国
の
「
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
に
指
定
さ
れ
る
ま

で
に
。「
島
の
価
値
を
初
め
て

気
付
か
せ
て
く
れ
た
の
は
、

全
国
の
民
芸
資
料
を
研
究

す
る
学
者
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
こ
う
し
た
外
部

か
ら
の
情
報
が
地
域
の

人
々
の〝
気
付
き
〞を
生

み
、
そ
の
価
値
を
島
民

が
評
価
・
共
有
す
る
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
だ
結
果
、

島
の
総
意
で
文
化
的
景
観
を
資
源
と
す
る
観
光
を

経
済
基
盤
に
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
て
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
が
地
域
力
の
向
上
に
つ
な
が
り
、『
自

律
的
観
光
開
発
』
に
も
結
び
付
く
の
で
す
」（
浦

野
さ
ん
）。

　

そ
の
意
味
で
、
外
部
者
で
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
途

上
国
の
観
光
開
発
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
。
地
域

の
人
々
の
気
付
き
を
促
し
な
が
ら
、
そ
の
地
域
の

宝
を
掘
り
起
こ
す
た
め
、〝
真
に
求
め
ら
れ
る
観

光
開
発
〞
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
く
。

日
本
の
経
験
を
生
か
し
て
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地
域
の
宝
を
掘
り
起
こ
せ




